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(百万円未満四捨五入)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 28,904 9.1 1,048 114.1 1,238 113.5 967 207.4

2021年３月期第３四半期 26,488 △13.5 489 △29.9 580 △27.7 314 △30.1
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 1,172百万円( ―％) 2021年３月期第３四半期 △78百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 114.06 ―

2021年３月期第３四半期 37.11 ―
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 55,881 21,579 38.0

2021年３月期 52,125 20,639 38.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 21,259百万円 2021年３月期 20,296百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2022年３月期 ― 0.00 ―

2022年３月期(予想) 25.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,000 3.2 900 6.0 1,100 13.6 800 △13.5 94.40
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 8,504,747株 2021年３月期 8,504,747株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 30,407株 2021年３月期 30,299株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 8,474,372株 2021年３月期３Ｑ 8,474,491株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（業績予想の適切な利用に関する説明）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染者数の減少による緊急事態宣言の

解除に伴い、経済活動が再開し景気回復の兆しが見られました。しかしながら、年末からの新たな変異株による感

染が拡大しており先行き不透明な状況であります。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、お取引先をはじめとして関係者の皆様と従業員の安全を

最優先に考えた対策をとり事業活動を進めてまいりました。原材料価格の高騰による利益への影響がありましたが、

海外市場を中心に市況が回復しつつあることと原価低減効果もあり、前年同四半期比では増収増益となりました。

その結果、売上高は28,904百万円（前年同四半期比9.1%増）となりました。利益面につきましては、営業利益が

1,048百万円（前年同四半期比114.1%増）、経常利益が1,238百万円（前年同四半期比113.5%増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は967百万円（前年同四半期比207.4%増）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。これにより従来の計上方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の売

上高は181,860千円減少し、売上原価は186,185千円減少し、販売費及び一般管理費は1,161千円減少し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ5,486千円増加しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して3,756百万円増加し、55,881百万円とな

りました。これは主に現金及び預金が1,107百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が1,018百万円、電子記録債権

が494百万円、商品及び製品が566百万円増加したことなどによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して2,816百万円増加し、34,302百万円となりました。これは主に長期借入金

が391百万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が2,055百万円、短期借入金が1,211百万円増加したことなどに

よるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して940百万円増加し、21,579百万円となりました。これは主に利益剰余金

が735百万円、為替換算調整勘定が275百万円増加したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2021年５月17日発表の数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,921,703 4,028,615

受取手形及び売掛金 7,389,251 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 8,406,971

電子記録債権 3,902,349 4,396,015

商品及び製品 3,647,079 4,213,343

仕掛品 1,121,758 1,166,900

原材料及び貯蔵品 2,250,523 2,210,493

その他 507,806 713,113

貸倒引当金 △19,792 △18,186

流動資産合計 21,720,677 25,117,264

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,468,044 16,856,163

減価償却累計額 △11,194,368 △11,539,558

建物及び構築物（純額） 5,273,676 5,316,605

機械装置及び運搬具 23,178,731 23,922,918

減価償却累計額 △19,725,474 △20,283,354

機械装置及び運搬具（純額） 3,453,257 3,639,564

工具、器具及び備品 3,054,740 3,120,750

減価償却累計額 △2,709,129 △2,788,152

工具、器具及び備品（純額） 345,611 332,598

土地 10,180,828 10,220,423

リース資産 301,436 332,913

減価償却累計額 △136,364 △154,032

リース資産（純額） 165,072 178,881

使用権資産 235,964 246,231

減価償却累計額 △73,692 △85,271

使用権資産（純額） 162,272 160,960

建設仮勘定 533,876 385,169

有形固定資産合計 20,114,592 20,234,200

無形固定資産

のれん 41,363 30,082

その他 64,647 64,517

無形固定資産合計 106,010 94,599

投資その他の資産

投資有価証券 5,124,547 5,111,811

退職給付に係る資産 1,047,084 1,153,924

繰延税金資産 372,741 376,933

投資不動産 3,497,168 3,829,701

減価償却累計額 △952,873 △987,750

投資不動産（純額） 2,544,295 2,841,951

長期貸付金 1,891 1,516

その他 1,135,056 975,606

貸倒引当金 △41,787 △27,037

投資その他の資産合計 10,183,827 10,434,704

固定資産合計 30,404,429 30,763,503

資産合計 52,125,106 55,880,767
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,660,192 8,714,692

短期借入金 12,790,677 14,001,214

リース債務 89,608 104,227

未払法人税等 104,363 360,005

賞与引当金 395,133 305,183

役員賞与引当金 27,070 18,265

設備関係支払手形 515,247 431,294

関係会社整理損失引当金 ― 151,001

その他 1,102,825 998,060

流動負債合計 21,685,115 25,083,941

固定負債

長期借入金 5,954,778 5,563,400

リース債務 260,398 262,908

繰延税金負債 1,598,315 1,561,116

再評価に係る繰延税金負債 1,298,595 1,298,595

環境対策引当金 9,309 9,309

関係会社整理損失引当金 164,109 ―

退職給付に係る負債 324,556 331,812

その他 191,274 191,088

固定負債合計 9,801,334 9,218,228

負債合計 31,486,449 34,302,169

純資産の部

株主資本

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 9,348,265 10,082,849

自己株式 △32,874 △32,957

株主資本合計 16,055,738 16,790,239

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,211,522 1,198,728

土地再評価差額金 2,799,017 2,799,017

為替換算調整勘定 △318,940 △44,137

退職給付に係る調整累計額 548,202 515,102

その他の包括利益累計額合計 4,239,801 4,468,710

非支配株主持分 343,118 319,649

純資産合計 20,638,657 21,578,598

負債純資産合計 52,125,106 55,880,767
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 26,488,240 28,904,114

売上原価 21,611,265 23,413,906

売上総利益 4,876,975 5,490,208

販売費及び一般管理費 4,387,579 4,442,235

営業利益 489,396 1,047,973

営業外収益

受取利息 16,750 18,364

受取配当金 101,588 105,032

受取賃貸料 146,612 174,053

雑収入 156,268 165,742

営業外収益合計 421,218 463,191

営業外費用

支払利息 121,778 101,723

為替差損 51,789 8,013

雑損失 157,384 163,599

営業外費用合計 330,951 273,335

経常利益 579,663 1,237,829

特別利益

固定資産売却益 6,150 2,305

投資有価証券売却益 ― 5,550

補助金収入 185,016 197,291

受取保険金 ― 127,517

特別利益合計 191,166 332,663

特別損失

災害による損失 111,087 ―

固定資産売却損 ― 268

固定資産処分損 26,986 19,807

投資有価証券評価損 4,649 ―

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 2,122 ―

新型コロナウイルス感染症による損失 198,393 200,260

特別損失合計 343,237 220,335

税金等調整前四半期純利益 427,592 1,350,157

法人税等 155,947 427,107

四半期純利益 271,645 923,050

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △42,844 △43,547

親会社株主に帰属する四半期純利益 314,489 966,597
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 271,645 923,050

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △224,767 △12,794

為替換算調整勘定 △130,940 298,918

退職給付に係る調整額 16,509 △33,100

持分法適用会社に対する持分相当額 △10,869 △4,037

その他の包括利益合計 △350,067 248,987

四半期包括利益 △78,422 1,172,037

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,518 1,195,506

非支配株主に係る四半期包括利益 △79,940 △23,469
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによる主な変更点は

以下の通りであります。

(1) 代理人取引に係る収益認識

当社グループは通常の商取引において仲介人又は代理人としての機能を果たす場合があります。このような取

引の一部において、従来、顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しておりましたが、収益を顧客から受け取

る対価の総額で認識するか、又は顧客から受け取る対価の総額から第三者に対する手数料他の支払額を差し引い

た純額で認識するかを判断し収益を認識する方法に変更しております。ただし、総額又は純額、いずれの方法で

認識した場合でも、売上総利益、営業利益及び税金等調整前四半期純利益に影響はありません。

なお、収益の本人代理人の判定に際しては、その取引における履行義務の性質が、特定された財又はサービス

を顧客に移転される前に支配し、自ら提供する履行義務（すなわち「本人」）に該当するか、それらの財又はサ

ービスが当該他の当事者によって提供されるように手配する履行義務（すなわち「代理人」）に該当するかを基

準としております。当社グループが「本人」に該当する取引である場合には、履行義務を充足する時点で、又は

充足するにつれて収益を総額で認識し、当社グループが「代理人」に該当する取引である場合には、履行義務を

充足する時点で、又は充足するにつれて特定された財又はサービスが当該他の当事者によって提供されるように

手配することと交換に権利を得ると見込んでいる報酬又は手数料の金額にて収益を純額で認識しております。

また、当該収益は売上高に含めて計上しております。

(2) 工事契約に係る収益認識

当社グループは、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、一定期間にわたり履行義務が充足される契約

については、履行義務の充足に係る進捗率を見積り、当該進捗率に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方

法に変更しております。

なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、履行義務の結果を合理的に測定できる場合は、見積総

原価に対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。また、履行義務の結果を合理的に測定でき

ないが発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準にて収益を認識しております。

更に、少額又は短期の工事契約については、一時点で収益を認識しております。
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(3) 有償支給取引に係る収益認識

当社グループは、従来、一部の有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す

義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

(4) 顧客に支払われる対価に係る収益認識

当社グループは、従来、変動販売手数料の一部を販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、取引価格か

ら減額する方法に変更しております。

(5) 一時点で充足される履行義務に係る収益認識

当社グループは、輸出販売において、従来、主に船積時に収益を認識しておりましたが、主にインコタームズ

等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は181,860千円減少し、売上原価は186,185千円減少し、販売費及

び一般管理費は1,161千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ5,486千円増加し

ております。また、利益剰余金の当期首残高は20,152千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,190,295 8,681,591 4,848,958 24,720,844 1,767,396 ― 26,488,240

セグメント間の内部売上高
又は振替高

183,417 246 52 183,715 751,990 △935,705 ―

計 11,373,712 8,681,837 4,849,010 24,904,559 2,519,386 △935,705 26,488,240

セグメント利益 569,269 159,143 338,899 1,067,311 79,328 △657,243 489,396

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△657,243千円には、セグメント間取引高消去44,083千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△701,326千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,047,310 9,108,450 5,155,711 27,311,471 1,592,643 ― 28,904,114

セグメント間の内部売上高
又は振替高

145,090 560 153 145,803 800,183 △945,986 ―

計 13,192,400 9,109,010 5,155,864 27,457,274 2,392,826 △945,986 28,904,114

セグメント利益 1,060,248 250,081 354,084 1,664,413 59,649 △676,089 1,047,973

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△676,089千円には、セグメント間取引高消去48,226千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△724,315千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


